
 

新着本案内（４月新着：３１冊） 

４月～５月に入った新しい本の一部を紹介しています。 

（全新着本は図書館にリストがあるほか、学校HPにも載ります） 

図書館ニュース 

出雲工業高等学校図書館      ２０２４．５（１９１号） 

 

図書館への連絡フォームができました 

・本のリクエスト 

・図書館への要望 

・本の感想 

などを書くことができます。 

（※本のリクエストは図書館でも直接できます） 

 

 

 

 

書き込みがあったら、リクエストの状況などについて、 

図書館からお知らせします。 

「〇〇についての本」などの曖昧な依頼も可能ですが 

詳細を確認するためにご連絡することがあります。 

本の感想は、図書館ニュースや図書館の展示などに 

使うことがありますのでご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
6月は図書委員会のイベントがある予定です。 

ぜひご参加ください！ 

学校HP 

『１０分でおいしく作る！朝ラク弁当』 

新谷友里江∥著（池田書店）596-ﾆ 

作り方の基本、おかずの配分や衛生面をおさえつつ手

軽に作れる品を紹介。お肉多めでおいしそう。これな

ら作れそうな気がする！ 

 

 

『ハシビロコウのフドウ ＰＨＯＴＯ ＢＯＯＫ』 

南幅俊輔/松江フォーゲルパーク（カンゼン）488-ﾐ 

ハシビロコウがいるのは日本では７か所。そのうちのひ

とつ「松江フォーゲルパーク」のフドウの写真集。 

様々なポーズや、大きく広げた翼の細かい名称、ハシビ

ロコウの生態や、来園者の撮った写真など、１冊まるご

とハシビロコウの本！ 

『「太らない」「疲れない」最高にシンプルな筋トレ』 

中野ジェームズ修一∥著（大和書房）780-ﾅ ダイエットは体から！ 

『ゴルフは基本がすべて！てらゆーのゴルフスイング大全』 

てらゆー∥著（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）783-ﾃ 

『勝つ弓道 百射百中のポイント５０』福呂 淳∥著（メイツ）789-ﾌ 

 

【スポーツ・部活の本】 

】 こいのぼりは子どもの健康や 

成長を願うもの。図書館では本格的 

なこいのぼりのひとつを展示して 

います。ぜひ近くで見てみてください。 
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NO 

 IMAGE 

NO 
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『ジョジョの奇妙な冒険 無限の王』913-ｼ 

真藤順丈∥著 荒木飛呂彦∥原作（集英社） 

ジョジョの奇妙な冒険と小説家のコラボシリ

ーズ。第二部と第三部の狭間の、〈波紋〉から

〈スタンド〉へと至る物語。 

 

『Fate strange Fake 9』 

成田/良悟∥著（ＫＡＤＯＫＡＷＡ） 

『カモのネギには毒がある 加茂教授の人間経済学講義 〈７〉』 

甲斐谷忍/夏原武（集英社） 

【シリーズ紹介/９１３】 

『迷路館の殺人』『人形館の殺人』『びっくり館の殺人』 

綾辻行人∥著（講談社） 

『十角館の殺人』から始まる館シリーズ。伝説の建築家・

中村青司が建てた館では不可解な惨劇が起こる……。 

30年近くたっても色褪せない本格ミステリーの代表作。 

 

『放課後ミステリクラブ』知念実希人∥著（ライツ社） 

小学生でも読めるように書かれつつもミステリーの基本

をおさえ謎は本格的。作者は『仮面病棟』『祈りのカルテ』 

など医療ミステリーを得意とする人気作家。小学校で 

起こる奇妙な事件をミステリトリオがそれぞれの特技 

を生かして解決！ 現在２巻まで入っています。 

【新巻入りました】 

】 

『ジョジョの奇妙な冒険』の世界を小説家たちがえがく本 

図書館にはほかにもあります！ 

『THE BOOK』乙一∥著 第四部後の杜王町を舞台に起こる事件。 

『恥知らずのパープルヘイズ』上遠野浩平∥著 

第五部で一度別れた「彼」の物語。 

『クレイジーＤの悪霊的失恋』上遠野浩平∥著 

第三部と第四部の間の物語。 

『岸辺露伴は叫ばない』『岸辺露伴は戯れない』北國ばらっど他∥著 

第四部のキャラクター岸辺露伴を主人公にした短編集。 

『岸辺露伴は倒れない』も入る予定。 

 

司書が読んだ本を 

１冊紹介しています。 

新着本からピックアップ  

 『世界ぐるぐる怪異紀行』 

奥野克巳∥監修（河出書房新社） 388-ｵ 

「文化人類学」の研究者９人が、実際に海外に住んで呪術

や精霊、雪男の伝説などについて調査した日々。なかには

過酷な場所もあり、体当たりの研究に驚きます。地域によ

っては、不思議なものは生活の一部であり、インターネッ

ト、SNS が身近にある時代となってもそれは変わりません。

そこにはどういう考え方、歴史、文化があるのか注意深く

読み解いていきます。国は全然違うのに日本と同じだと感

じる部分もあり、興味深く思いました。 

☆『シャーロック・ホームズの凱旋』 

森見/登美彦∥著（中央公論新社）913-ﾓ 

名探偵の代名詞ともいえるシャーロック・ホームズ 

はその設定を基にパスティーシュ（作風を模倣し

た）作品が数多く生まれています。 

森見登美彦のシャーロック・ホームズはなんとスラ

ンプになって推理ができない！？ 「ヴィクトリア

朝京都」を舞台に展開する不思議な物語。 
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